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（別添資料） 全ての受給者の方に送付する「ねんきん特別便」（平成 20 年度分）の様式等  



「5000万件」の名寄せ及び「ねんきん特別便」送付の進捗状況（２月１８日現在）

（注）発送対象者数は、現時点での見込み値である。

平成20年3月平成20年2月平成20年1月平成19年12月平成19年11月
年金受給者第1次名寄せ
（11月2日～12月10日）

年金受給者・生年月日条件緩和の
第2次名寄せ（12月10日～2月1日）

年金受給者・氏名条件緩和の
第2次名寄せ（1月15日～3月上旬）

現役加入者・第1次名寄せ
（12月17日～1月24日）

現役加入者・生年月日条件緩和の
第2次名寄せ（12月17日～1月24日）

現役加入者・氏名条件緩和の
第2次名寄せ（1月7日～2月１日）

第1次名寄せ分等【約230万人分】
（12月17日～3月末）

第2次名寄せ分【約50万人分】
（2月20日～3月末）

第1次名寄せ分等
【約690万人分】

（2月20日～3月末）

←2月18日時点

名寄せ処理

現 役
加入者

【約750
万人分】

年 金

受給者

【約280
万人分】

名
寄
せ
該
当
者
へ
の
ね
ん
き
ん
特
別
便
の
送
付

計

【約1030
万人分】

第2次名寄せ分【約60万人分】
（2月20日～3月末）

約168万人分送付済み

○「5000万件」の未統合記録と1億人の年金受給者・現役加入者の記録のコンピュータ上での突合せ（名寄せ）を3月上旬までに、
その結果記録が結び付く可能性がある方々への「ねんきん特別便」の発送を3月末までに、それぞれ終えられる見込みが立ったところ。

○3月までの「ねんきん特別便」によってもなお統合できずに残る記録については、4月以降も、
①5月までに全ての受給者に、10月までに全ての現役加入者に「ねんきん特別便」をお送りし、国民お一人お一人に記録をご確認いただく

②これと並行して、記録の内容に応じた調査・照会等の対策を講じる

ことにより、記録の統合を粘り強く進めていく。
○4月から発送するすべての年金受給者への「ねんきん特別便」については、プログラム開発がほぼ終了したところ。
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「ねんきん特別便」の発送予定件数について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 第１次名寄せ分等には、年金手帳記号番号払出簿等を参照して氏名等を補正した記録分（第１次・第２次名寄せを同時に実施）が含まれている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年金受給者   約250万人 

        【約300万件】 

平成19年12月11日時点（推計） 平成20年2月15日時点（見込み）

現役加入者   約600万人 

       【約800万件】 

第1次名寄せ分                   第1次名寄せ分等 

          約850万人                          約920万人    

         【約1100万件】                    【約1090万件】     

年金受給者  約230万人 

【約270万件】 

現役加入者  約690万人 

【約820万件】 

第2次名寄せ分                    第2次名寄せ分 

約100万人～200万人                            約110万人 

【約115万件】  

年金受給者   約50万人 

【約55万件】 

現役加入者   約60万人 

【約60万件】 
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「ねんきん特別便」の回答状況について（２月１２日現在）
社会保険庁

約13万人〔回答のうち21.8％〕

発送

到達

回答

訂正

発送から３月後及び６月後を目途に順次、
はがきによる記録確認のお願いを実施。さ
らに回答のない方には訪問等を実施。

・封筒に、電話や来訪による確認をお願いする文書を付記。（１月１６日～）
・加入履歴のチェックのポイントを分かりやすく示した資料を追加送付。（２月６日～）
・電話や来訪による照会や相談において、より具体的な情報を提供するなどにより、よ
り積極的に記憶の呼び起こしを働きかける。（１月３１日～）

（注）「訂正」は、社会保険事務所等で受け付けた「年金加入記録照会票」の数である。

毎月住所変更届の有無を確認し、変更届
があれば再送付、なければ市町村や事業
主の協力を得て住所調査を行い、判明した
新住所地に送付。

・ご本人の記録である可能性が高いと考えられるもの（既に基礎年金番号で管理され
ている記録と今般の名寄せで該当した記録に期間の重複がなく、かつ、未統合記録
に結び付く同一氏名等の方が他にいない場合等）について、電話や訪問による入念
的な照会を実施。（１月２５日～）

約128万人

30.1万人

約128万人（99.6％）

未到達6千人強（０．５％）

約60万人（46.5％）

54.6万人

未回答約68万人

訂正なし 約47万人

12/17 12/25･26 1/9 1/16 1/23・24

48.2万人 60.2万人 73.2万人 103.2万人

1/7

47.9万人

1/22

72.9万人

16.3万人

1/7 1/22

30.8万人

2/7

2.1
万人

1/7
1/22

5.4
万人

1/31

1/30

108.2万人

2/6

128.2万人

1/31

1/31

107.8万人 127.6万人

42.3万人

2/7

9.0
万人

2/12

2/12

60万人

2/12

11.8
万人

13.0
万人
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「ねんきん特別便」についての発送・相談・回答状況 
 

平成 20 年 2 月 26 日 
社 会 保 険 庁 

 

 

１．「ねんきん特別便」発送状況（2 月 12 日現在） 

 １２月分 １月分 ２月分 累  計 

発送件数 481,717 件 600,279 件 200,170 件 1,282,166 件

未到達件数 1,430 件 2,983 件 1,649 件 6,062 件

※12 月 17 日から発送開始 

 

 

２．「ねんきん特別便専用ダイヤル」への相談状況（2 月 12 日現在） 

 １２月分 １月分 ２月分 累  計 

総呼数 42,649 件 95,525 件 35,874 件 174,048 件

応答呼数 39,395 件 87,675 件 34,110 件 161,180 件

応答率 92.4% 91.8% 95.1% 92.6%

 

 

３．ねんきん特別便相談・回答の受付状況（2 月 12 日現在） 

 １２月分 １月分 ２月分 累  計 

来訪相談・郵送受付件数 103,084 件 333,802 件 177,934 件 614,820 件

 記録の訂正の受付件

数(※１) 
15,710 件 74,063 件 39,963 件 129,736 件

 記録の訂正無しの回

答受付件数(※１) 
84,282 件 248,461 件 133,783 件 466,526 件

相談のみ(※２) 2,708 件 9,306 件 2,949 件 14,963 件 

その他(※３) 384 件 1,972 件 1,239 件 3,595 件

※１…社会保険事務所、年金相談センター及び社会保険業務センターで受付けた件数の合計である。 

※２…ねんきん特別便についての相談のみで、回答の提出がなかったものである。 

※３…回答を既に提出された方からの相談など、他の区分にあてはまらないものである。 

※件数については速報値のため、修正される場合があり得る。 
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「年金記録問題に関する今後の対応」（平成 20 年 1 月 24 日年金記録問題に関する関係閣僚会議決定）

等を踏まえた「ねんきん特別便」に関する取組について 

 

① 「必ずご確認・ご連絡をお願いします」の同封 

○ 加入履歴のチェックポイントを分かりやすくお示しした資料を新たに「ねんきん特別便」に同封（２月  

６日発送分～）。すでに「ねんきん特別便」を送付した方に対しても追加送付。 

② 「ねんきん特別便相談対応マニュアル」の改訂 

 ○ 「年金記録問題作業委員会」において取りまとめた「ねんきん特別便に係る今後の情報提供について」等

を踏まえて改訂し、来訪や電話による相談対応に際して、相談者の方に対して懇切丁寧により具体的な情報

をお伝えし、相談者の方の記憶の呼び起こしを積極的に働きかけることとした（１月３１日～）。 

③ 政府広報等による注意喚起 

  ○ 当面の政府広報等は、これまでの状況を踏まえ、以下の点に留意して実施。 

・ ご本人による回答の前に、社会保険事務所や「ねんきん特別便専用ダイヤル」等に照会していただくよ

う促す。 

・ 受け取る年金額が増額となる具体例を示す。 

・ 特に、平成８年１２月以前に旧姓で年金に加入していた方に対して重点的に注意喚起を行う。 

【備考】 

・   「訂正なし」の回答への対応については、当面の対応として、ご本人の記録である可能性が高いと考えら

れるもの（すでに基礎年金番号で管理されている記録と今般の名寄せで該当した記録に期間の重複がなく、

かつ、未統合記録に結び付く同一氏名等の方が他にいない場合等）について、電話や訪問による入念的な照

会を開始したところ。 
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②
番号

③加入制度 ④お勤め先の名称または共済組合名等 ⑤資格取得年月日 ⑥資格喪失年月日 ⑦加入月数

１

６

５

４

３

２

船保

国年

共済

厚年

厚年

国年

ＡＢＣ船舶

国民年金

○○共済組合

東京株式会社

年金鉱山株式会社

国民年金

昭和３７． ４． １

平成１３． ８． １

平成１０． ４．

平成 １． ４． １

昭和５９．１０． １

昭和４６．１０． １

昭和４６．１０． １

平成１４． ４． １

平成１３． ８．

平成 ３． ４． １

昭和６１．１１． １

昭和５８．１０． １

１１４

８

４０

２４

２５

１４４

この前の期間について、加入歴はございませんでしょうか？

必ずご確認･ご連絡をお願いします

空白の期間に
ついて、加入歴は
ございませんで
しょうか？

空欄 空欄

?

?

?

あなたの年金に結び付く可能性のある年金加入記録がみつかりました。

記録が変われば年金支給額が増える可能性が高いので、お送りしたねんきん特別便の「あなたの加入記録」の部分を

確かめていただき、必ず、年金加入記録照会票に記入の上、社会保険事務所におこしいただくか、ねんきん特別便専用

ダイヤル（０５７０－０５８－５５５）にご連絡をお願いします。

社会保険事務所窓口や、ねんきん特別便専用ダイヤルでは、あなたの年金に結び付く可能性のある記録の情報を

お伝えし、確認します。

※以下は、一つの記載例ですが、赤字の の見方を参考に確かめてください。

1年間の空白

2年5ヶ月間の空白

7年間の空白

このあとの期間について、加入歴はございませんでしょうか？

年金受給者用

ア ウイ

イ

ア

ウ
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②
番号

③加入制度 ④お勤め先の名称または共済組合名等 ⑤資格取得年月日 ⑥資格喪失年月日 ⑦加入月数

１

５

４

３

２

船保

厚年

共済

厚年

国年

ＡＢＣ船舶

高井戸社会保険 株式会社

○○共済組合

東京株式会社

国民年金

平成 ４． ４． １

平成１６． ４． １

平成 ８．１０．００

平成 ７． ４． １

平成 ５．１０． １

平成 ５．１０． １

平成１２． ４．００

平成 ８． ４． １

平成 ７． ５． １

１８

４３

４２

１２

１９

この前の期間について、加入歴はございませんでしょうか？

必ずご確認･ご連絡をお願いします

空白の期間につい
て、加入歴はございま
せんでしょうか？

空欄

?

?

あなたの年金に結び付く可能性のある年金加入記録がみつかりました。

記録が変われば年金支給額が増える可能性が高いので、お送りしたねんきん特別便の「あなたの加入記録」の部分を

確かめていただき、必ず、年金加入記録照会票に記入の上、社会保険事務所におこしいただくか、ねんきん特別便専用

ダイヤル（０５７０－０５８－５５５）にご連絡をお願いします。

社会保険事務所窓口や、ねんきん特別便専用ダイヤルでは、あなたの年金に結び付く可能性のある記録の情報を

お伝えし、確認します。

※以下は、一つの記載例ですが、赤字の の見方を参考に確かめてください。

6ヶ月間の空白

4年間の空白

被保険者用

＃

＃

年金制度に加入しなくなった年月
日を表示しています。現在加入中
である場合は空欄となります。

「＃」は加入期間の重複
を表します。これが表示
されている場合も、ご連
絡をお願いします。

このあとの期間について、加入歴はございませんでしょうか？

ア

イ

ウ

イア ウ
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コンピュータ上の突合せにより出てきた記録が相談に来られた方のものである蓋然

性が高い場合の来訪相談の流れの概要 
 
 

①加入期間・②加入年金制度の種別を提供

③国民年金の場合：当時お住まいの市区町村名 

④厚生年金の場合：当時のお勤め先の所在地、

業務・事業形態及び名称 

を提供 

ⅰ）①及び②の一致 

ⅱ）①又は②の一部一致 

ⅲ）記憶がないか、分からない

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

とが明らかに一致し

ない（ご本人による

否定）。 

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

とが一部一致か記憶

がない。 

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

とが一致。 

ご本人

が否定 

③又は④の一部一

致 又は 

記憶なし 

③及び④が一致 

その記録についての

相談の終了。 

調査・確認。 その記録についての

相談の終了。 

他の記録についてのご相談があれば、ご相談の継続。 

訂正なし：「確認はがき」のご

提出。 

訂正あり：「年金加入記録照会票」

のご提出、記録の統合手続へ。 

ご申請のあ
ったすべて
の記録につ
いての相談
終了後 

ご申請のあっ
たすべての記
録についての
相談終了後 
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コンピュータ上の突合せにより出てきた記録が相談に来られた方のものである蓋然

性が高い場合以外の場合（問１の対象となった相談者以外の相談者の場合）の来訪相

談の流れの概要 
 
 

①加入期間・②加入年金制度の種別を提供 

③国民年金の場合：当時お住まいの

市区町村名 

④厚生年金の場合：当時のお勤め先

の所在地、業務・事業形態及び

名称（固有名を含む。） 

を提供 

ⅰ）①又は②の一部一致 

ⅱ）記憶がないか、分からない

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

とが明らかに一致し

ない（ご本人による

否定）。 

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

とが一部一致か記憶

がない。 

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

とが一致。 

ご本人

が否定 

大括り③又は
大括り④の一
部一致 又は 
記憶無し・不明 

①及び②の一致 

大括り③国民年金の場合：当時お住ま
いの都道府県名 

大括り④厚生年金の場合：当時のお勤
め先の所在地、業務・事業形態及
び名称（固有名を含まない。） 

を提供 

③及び④が
一致 

③又④の一部一
致 又は 
記憶無し・不明 

その記録についての

相談の終了。 

調査・確認。 その記録についての

相談の終了。 

他の記録についてのご相談があれば、ご相談の継続。 

訂正なし：｢確認はがき｣の

ご提出。 
訂正あり：「年金加入記録照会票｣

のご提出、記録の統合手続へ。 

ご申請の
あったす
べての記
録につい
ての相談
終了後 

ご申請
のあっ
たすべ
ての記
録につ
いての
相談終
了後 
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電話相談の流れの概要 
 
 
 
 ご本人であることの確認 

問１ 又は 問２へ 

※ 記録がその方に結びつかな

いと考えられる場合には、事業

所の固有名は提供しない。 

できない 

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

が明らかに一致しな

い（ご本人による否

定）。 

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

が一部一致、又は不

明。 

記憶と結びつく可能

性のある記録の内容

が一致。 

社会保険事務所での

相談・「確認はがき」

のご案内 

社会保険事務所での

相談のご案内 
 

社会保険事務所での

相談のご案内 
 

①年金制度への加入期間 
②加入年金制度の種別 
を提供 

確認 

社会保険事務所での

相談のご案内 
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相談体制の強化について 

   

① 社会保険事務所等の相談体制の拡充 

 「ねんきん特別便」の送付の本格化に伴い、相談体制を順次拡充。 

○  ねんきん特別便専用コールセンターの最大席数 

   ３５０席（19.12.17）→ ７００席（20.1.21）→ １０００席（20.2.12）（→最大１３００席まで拡充） 

○ 社会保険事務所の窓口相談 

  ・ 来訪相談用の臨時相談窓口の設置 

・ 社会保険庁OB、社会保険労務士等に協力を求め、相談窓口に配置 

・ 来訪相談の増加、相談後の記録の確認・補正業務に他の部門の職員を弾力的に配置 

・ 事務所間の職員の配置の弾力化 

 ○ 出張相談等の実施 

② 社会保険労務士の協力による相談の実施 

身近な場所で気軽に相談できるようにするため、社会保険労務士の協力を得て、以下について着手又は準備中。 

・ 全国の社会保険労務士事務所及び都道府県社会保険労務士会の年金相談センターで相談を実施 

・ 協力を得られる市区町村、郵便局、農漁協において、社会保険労務士による相談を実施 

・ 各都道府県社会保険労務士会に窓口装置（ＷＭ）を貸与予定 

・ これらの取組に係る周知・広報 
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「ねんきん特別便」の状況（平成２０年２月１２日現在） 
 

発送 回答 対策 

未到達 1月7日時点   ２千人強(0.5%)

  → 2月12日現在  ６千人強(0.5%)

毎月住所変更届の有無を確認し、変更届があれば再送付、なければ市

町村や事業主の協力を得て住所調査を行い、判明した新住所地に送付。 

未回答 

1月7日時点 約３２万人(65.7%) 

↓ 

2月12日現在 約６８万人(53.0%) 

発送から３か月後及び６か月後を目途に順次、はがきによる記録の確

認のお願いを実施。さらに回答のない方には訪問等を実施。 

訂正あり 
 

1月7日時点 

約２万人(4.4%) 

↓ 

2月12日現在 

約１３万人(10.1%) 

再裁定等の手続を行う。 

 

１９年 

１２月１７日    約３０万人 

１２月２５、２６日 約１８万人 

 

２０年 

１月 ９日    約１２万人 

１６日    約１３万人 

２３、２４日 約３０万人 

３０日    約 ５万人 

 ２月 ６日    約２０万人 

 

       計 約１２８万人 

 

 

 

 ２月１３日    約４０万人 

 ２月２０日    約７５万人 

 

       計 約２４３万人 
 

回答 

 

1月7日時点

約１６万人 

(33.8%) 

↓ 

2月12日現在

約６０万人 

(46.5%) 

訂正なし 

 

1月7日時点 

約１４万人(29.4%) 

↓ 

2月12日現在 

約４７万人(36.4%) 

・封筒に、十分な確認を促すための注意喚起を付記。（１月１６日より） 

・ご本人の記録である可能性が高いと考えられるもの（既に基礎年金番

号で管理されている記録と今般の名寄せで該当した記録に期間の重複

がなく、かつ、未統合記録に結び付く同一氏名等の方が他にいない場

合等）について、電話や訪問による入念的な照会を実施。（１月２５日

より） 

・電話や来訪による照会や相談において、より具体的な情報を提供する

などにより、より積極的に記憶の呼び起こしを働きかける。（１月３１

日より） 

・加入履歴のチェックのポイントを分かりやすく示した注意喚起の資料

を追加送付。（２月６日より） 

・２月６日前に送付した方に対して、注意喚起の資料を含め、「ねんきん

特別便」を再送し、必ず相談・確認・回答いただくことを徹底。（３月

下旬） 

 

資料２（別紙） 
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 「 ね ん き ん 特 別 便 」の 様 式 等 

  （平成 20 年度に全受給者に送付する分 ） 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年２月 26 日 

社  会  保  険  庁 

（別添資料） 



「ねんきん特別便」（平成２０年度送付分）の送付から回答までの流れ（案）

社会保険事務所等
１．「ねんきん特別便」の送付

２．加入記録の確認

加入記録を確認していただき、「ね
んきん特別便」の記載に「もれ」や
「間違い」がないかを確認。

年金証書

＋

被
保
険
者
の
場
合

被
保
険
者
の
場
合

年
金
受
給
者
の
場
合

年
金
受
給
者
の
場
合

すべての年金受給者・被保険者
（５千万件の未統合記録との突合せ
の結果、既に平成１９年度に送付
した方を除く。）に送付し、ご自身
の年金記録に「もれ」や「間違い」
がないか十分に確認いただき必ず
回答をお願いする。

◆◆ 第１号、第３号被保険者の方は、第１号、第３号被保険者の方は、

本人に直接送付する。本人に直接送付する。

◆◆ 第２号被保険者（厚生年金の被保険第２号被保険者（厚生年金の被保険

者、共済組合の加入者）の方には、原者、共済組合の加入者）の方には、原

則として、勤務先を通じて送付する。則として、勤務先を通じて送付する。

『『事業主経由による送付事業主経由による送付』』
第２号被保険者（厚生年金の被保険第２号被保険者（厚生年金の被保険
者・共済組合等の加入者）について者・共済組合等の加入者）について
は、原則として、勤務先において、は、原則として、勤務先において、
年金加入記録回答票を取りまとめの年金加入記録回答票を取りまとめの
上、社会保険事務所に一括送付上、社会保険事務所に一括送付

社会保険事務所又は年金相談セン
ターで記録訂正と年金の再裁定の
手続きを行う。（年金証書の提出
が必要）

※ 社会保険事務所への来訪が困難
な場合等には、『ねんきん特別便専
用ダイヤル』で照会を受け、社会保
険事務所等への郵送を案内する。

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

行

168-8505

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

行

168-8505

＋

＋

３．年金加入記録回答票への記入

「ねんきん特別便」の記載に「も
れ」や「間違い」がある場合も、
ない場合も必ず記入いただく。

社会保険事務所
に送付

記録に「もれ」や「間違い」がある
場合

同封の返信用封筒で返送する。

４．年金加入記録回答票の提出

２号

１号
３号

２号

記録に「もれ」や「間違い」がない
場合

同封の返信用封筒で返送する。

記録に「もれ」や「間違い」がある
場合、ない場合

平成８年１２月以前に旧姓で年金に加入
していた場合は、旧姓を記入

記録に「もれ」や「間違い」がある場合に、
その内容を記入

記録に「もれ」や「間違い」があるか
ないかを記入

氏名、生年月日、性別、住所、
電話番号を記入

説明用資料

受給者用

(注）３．及び４．について、上記の欄内に書ききれない場合は、お手数ですが別途便せんなどに
ご記入ください。

必
ず
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

〒

被保険者用

(注）３．及び４．について、上記の欄内に書ききれない場合は、お手数ですが別途便せんなどに
ご記入ください。

必
ず
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

〒



親 展

〒168-8505     東京都杉並区高井戸西3丁目5番24号

ねんきん特別便 送付用封筒イメージ

料金後納
郵便

「ねんきん特別便」です。
あなた様の年金加入記録をお届けいたします。
「もれ」や「間違い」があるかもしれません。
十分お確かめいただいた上で、
必ず、ご回答をお願いいたします。

【　表　】

【　裏　】

重 要



サイズ：Ａ４



受給者用

(注）３．及び４．について、上記の欄内に書ききれない場合は、お手数ですが別途便せんなどに
ご記入ください。

必
ず
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

〒



回答票裏面（受給者）

「 年金加入記録回答票」は、お送りした加入記録に「もれ」や
「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずご記入の上、

※ 休日明けやお手元にお知らせが届いた直後は混み合うことがあります。

※ 今回のお知らせでは、厚生年金の標準報酬月額や国民年金の納付・未納の詳細などはお示しできて
いません。少しでもご心配のある方は、社会保険事務所等へお越しいただくか、上記の「ねんきん
特別便専用ダイヤル」または全国の社会保険労務士会にお問い合わせください。

①一般の年金相談について
（上記以外の年金に関するお問い合わせ）

｢ねんきんダイヤル｣0570-05-1165

②全国の社会保険労務士会でも、無料
で相談窓口を開設しております｡

③共済制度について

ご質問・お問い合わせ ご連絡先等

回答する前に、わからないことや疑問な点があれば

まずは『ねんきん特別便 専用ダイヤル』へ！

０５７０-０５８-５５５
※ I P 電話・PHSからは「０３－６７００－１１４４｣にお電話ください。

（受付時間） ○月～金曜日：午前９時～午後８時まで
○第２土曜日：午前９時～午後５時まで

※オンラインの稼働時間によっては、ご照会の回答を翌日以降にさせていただくことがありますので、ご了承ください。

※旧３公社共済組合（ＪＲ、ＪＴ、ＮＴＴ）に加入していた方について、恩給等期間（昭和３１年７月前の期間）を
除いた記録を記載しています。恩給等期間の確認は「ねんきん特別便専用ダイヤル」へお問い合わせください。

 

詳しくは、全国社会保険労務士会連合会ホームページをご確認ください｡
社会保険労務士会連合会：http://www.shakaihokenroumushi.jp/

・私学共済・・・・日本私立学校振興・共済事業団
・公務員共済・・・

最後に加入していた（または現在所属している）共済組合



-6-

ねんきん特別便
の送付

ご本人による
記録の確認

ご本人か
らの回答

社会保険事務
所による調査・
確認

記録の統合
（確認完了）

-1-

◆受給者の方々には、平成２０年５月
までを目途に送付完了

①一般の年金相談について
（上記以外の年金に関するお問い合わせ）

｢ねんきんダイヤル｣0570-05-1165

②全国の社会保険労務士会でも、無料
で相談窓口を開設しております｡

③共済制度について

ご質問・お問い合わせ ご連絡先等

回答する前に、わからないことや疑問な点があれば

まずは『ねんきん特別便 専用ダイヤル』へ！

０５７０-０５８-５５５
※ I P 電話・PHSからは「０３－６７００－１１４４｣にお電話ください。

（受付時間） ○月～金曜日：午前９時～午後８時まで
○第２土曜日：午前９時～午後５時まで

※オンラインの稼働時間によっては、ご照会の回答を翌日以降にさせていただくことがありますので、ご了承ください。

※旧３公社共済組合（ＪＲ、ＪＴ、ＮＴＴ）に加入していた方について、恩給等期間（昭和３１年７月前の期間）を
除いた記録を記載しています。恩給等期間の確認は「ねんきん特別便専用ダイヤル」へお問い合わせください。

 

※ 休日明けやお手元にお知らせが届いた直後は混み合うことがあります。

※ 今回のお知らせでは、厚生年金の標準報酬月額や国民年金の納付・未納の詳細などはお示しできて
いません。少しでもご心配のある方は、社会保険事務所等へお越しいただくか、上記の「ねんきん
特別便専用ダイヤル」または全国の社会保険労務士会にお問い合わせください。

詳しくは、全国社会保険労務士会連合会ホームページをご確認ください｡
社会保険労務士会連合会：http://www.shakaihokenroumushi.jp/

・私学共済・・・・日本私立学校振興・共済事業団
・公務員共済・・・

最後に加入していた（または現在所属している）共済組合



? 1年間の空白

?

?

2年5ヶ月間の空白

7年間の空白

◆
は、お勤め先が登録されていない

場合です。

◆ は記録の管理上、実際の所属と
異なる共済組合名・支部名が表示される場合
があります。

　（年金額算定上は影響ありません。）

【右の例の場合】

168カ月　－　94カ月 ＝ 74カ月
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④欄（お勤め先の名称などについて）

⑧欄（国民年金の納付状況について）

厚生年金加入期間のうち、厚生年金基金に加入していた
期間です。

【厚生年金基金についてのお問い合わせ】

・ で された方
→ 企業年金連合会

（年金相談専用ダイヤル：0570-02-2666）

・ された方と

・ の方
→ お勤め先（または当時のお勤め先）に確認の

うえ、各厚生年金基金へお問い合わせください。

厚生年金基金について

共済制度で、月単位で記録を管理している場合は、日付
は空欄となっています。

⑤欄・⑥欄（日付の空欄について）

年金制度に加入しなくなった年月日（退職した日など
の翌日）を表示しています。

⑥欄（資格を失った年月日について）

今回のお知らせでは、現在受けておられる年金額
についての加入期間をお知らせしています。

そのため、年金を受け始めた後にも働かれ、厚生年金・
共済制度に加入中である場合には、年金を受け始めた後
の加入記録は記載されていません。その記録は、
退職後に年金額に反映されます。

年金を受け始めた後の厚生年金などの加入記録について

-3-

国民年金の納付済月数および厚生年金・
船員保険の加入月数の合計をお知らせして
います。

⑧～⑬欄（加入記録について）

坑内員（厚生年金）・船員（船員保険）で
あった方については、特例による計算の結果、
加入期間が実際の加入月数より長くなって
いる場合があります。

⑨欄・⑩欄（加入期間について）

※「　　ねんきん特別便 年金記録

のお知らせ」の太枠内の加入記録

を十分にご確認ください。

赤字の ア イ ウ は、特に

ご確認いただきたいポイントです｡

加入記録を必ずお確かめください｡

◆今回のお知らせでは、厚生年金などの標準報酬月額
はお示しできていません。また、国民年金の
納付・未納の全体状況は⑧欄でわかりますが、
その詳細はお示しできていません。

※標準報酬月額：保険料などを計算するために、月給を
一定の幅で区分した金額に当てはめたもの。

◆これらの内容をご確認されたい場合には、最寄り
の社会保険事務所へお越しいただくか、「ねんきん
特別便専用ダイヤル」または全国の社会保険
労務士会にお問い合わせください｡

より詳しい内容を確認したい方へ



受給者用

(注）３．及び４．について、上記の欄内に書ききれない場合は、お手数ですが別途便せんなどに
ご記入ください。

必
ず
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

〒

-4- -5-

ア欄…お知らせした記録に誤りがあると思われ
る場合は、該当する記録の番号（加入記録
の②欄の番号）を記入してください。追加
の場合は空欄で結構です。

イ欄…加入していた制度を○で囲んでください。

ウ欄…お勤め先の名称（本社、支社、本店、
支店、営業所、工場等の名称についても）
をできるだけ詳しく記入してください。

国民年金の場合は、記入の必要はあり
ません。

エ欄…お勤め先の本社、本店等の所在地をでき
るだけ詳しく記入してください。詳しくわ
からない場合は市区町村名でも結構です。

国民年金の場合は、当時の住所をでき
るだけ詳しく記入してください。

オ欄…勤務期間または国民年金の加入期間を記入
してください。詳しくわからない場合は、
「○○年○○月頃」または「○○年の春(夏
秋冬）頃」といった記入でも結構です。

カ欄…

・当時の「年金手帳」または「厚生年金保険
被保険者証」をお持ちの方は「記号番号」
を記入してください。わからない場合は、
省略しても結構です。

・婚姻・養子縁組などで姓が変わる前の記録
がもれている場合には、旧姓をご記入くだ
さい。

※共済制度については、制度が異なるため、別途、共済
制度からも加入記録をお知らせしますので、その際に

訂正が可能です。

お問い合わせ先は、６ページの③を参照

◆２～３ページを参考に、年金記録に
もれがないか、記載内容に間違いが
ないか、十分にご確認いただき、該当
する方に○を記入してください。

◆回答する前に、わからないことや疑問
な点があれば、必ずお近くの社会保険
事務所または年金相談センターにお越
しいただくか、「ねんきん特別便専用
ダイヤル」にお電話ください。

お届けした氏名・生年月日・住所が
異なっている場合には、お手数です
が、別途、お近くの社会保険事務所
又は年金相談センターの窓口で、変更
の手続きをお願いします。

・ご本人が病気、ケガなどにより記入で
きず、代理の方がこの回答票を記入さ
れた場合に、ご記入ください。

◆平成８年１２月以前に婚姻・養子
縁組などで姓が変わった方で、姓
が変わる前にも年金に加入したこ
とがある方は、その当時の記録が
別々になっているかもしれません
ので、旧姓と姓が変わった年月を
ご記入ください。
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